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室町時代初期、湯の丸堰と新田堰が統合されたのが女堰
の起源といわれています。その後、開田が進むにつれ水需
要が増え、その都度改修が繰り返されてきました。水害
や用水不足のため昭和29年から7年をかけて改修が行
われた際は、まだ終戦後の資材難の中での工事だったそ
うです。昭和45年
に現在のコンクリ
ート水路になり、用
水供給が安定しま
した。

江戸時代初期、柏木小右衛門が小諸藩に願い出て開削し
た御影用水（みかげようすい）の下堰にあたる水路です。
昭和30年から45年に実施した県営事業で現在の施設
に改修されました。水源である湯川は、かんがい期間を通
じて水温が著しく低く、冷水による低温障害を防止する
ため、水路中流部に
は、水温上昇を目的
とした延長約1km、
幅20m、水深20cm
の温水路（おんすい
ろ）と呼ばれる特徴
的な施設があります。

上田市（旧丸子町）腰越地区の依田川右岸側の頭首工か
ら取水した水は、右岸（丸子、長瀬、塩川地区）、左岸（腰越、
東内、依田、東塩田地区）にかんがいされています。難所
であった二ツ木峠を貫く隧道を建設したことで、東塩田
地区まで新たに用水を流せるようになりました。

神川左岸幹線水路は、かんがい・発電等を目的とした菅平
ダムの建設に併せて、昭和43～49年に築造されました。
上田市真田町にある神川の大日向頭首工から取水され、
途中の山腹を等高線沿いに進み、トンネルやサイフォンを
通り、約14kmの距離をほぼ地上に姿を見せることなく用
水を運んでいます。
上田市・東御市約
430haの農地で
は、米、リンゴ、ブド
ウの生産が盛んに
行われています。

吉田堰は、神川の水を上田市真田町石舟にある頭首工か
ら取水し、真田町長・本原・殿城・吉田を通って、東御市
の深井・海野まで流れる約9kmの水路です。開削は717
年頃といわれる歴史ある水路ですが、大雨のたびに取水
口が流され、堰浚いや漏水防止の改修、需要期の水引に
費やす労力と経費
は莫大なものでし
た。昭和40年代、
菅平ダム建設に併
せて全面改修が行
われ、農家の負担
は軽減されました。

標高2000mの美ヶ原高原を源とする武石川は、水温が
低く、かんがい用水として利用するには冷害を招くおそれ
がありました。このため、水路幅を広くとり水深を浅くす
ることによって、太陽熱で水を温めるようにしています。
上田市武石総合グラウンドの周辺や武石小学校の校内を
流れており、地域
に潤いと安らぎを
与えています。

上田市は、全国的にも非常に雨の少ない地域で、塩田平
には100以上のため池が存在します。多くは戦国時代末
期、上田城主真田氏の時代に築造されました。池の名称
には、発祥となる伝承が残っているものが多くあります。
また、歴史や景観の美しさを評価された塩田平のため池
群は、農林水産省の「ため池百選」に選ばれ、水を利用す
る地域住民によっ
て大切に管理され
ています。令和4年
には日本遺産の構
成文化財に追加認
定をうけました。

上田市丸子の依田川右岸に広がる水田約470haを潤す
塩川堰は、塩川用水とも呼ばれ、上堰、下堰の総称で、和
田峠を源とする依田川から取水しています。塩川堰の歴
史は定かではありませんが、流域で確認されている条里
（基盤目状に区画された土地）遺構から、平安時代から段
階的に開発されて
きたと考えられて
います。昭和20年
代の農業水利改良
事業により改修さ
れました。

かんがい、上水道及び発電のため、長野県、上田市、長野
県神川沿岸土地改良区が共同事業者となって建設した利
水ダムです。ダムに蓄えられた用水は、神川から取水する
15の堰から約1,300haの農地を潤して、干害に悩まされ
ていた農地の生産性は、安定した水の供給によって飛躍
的に向上しました。
また、河川の流況
が安定したことで
農業以外にも計り
知れない恩恵をも
たらしています。

上田市塩田平は、年平均降水量が900mm程度と非常に
雨の少ない地域で、多くのため池が造られました。沢山池
は塩田平のため池に用水を補給するための水源として、
塩田平の奥地に、昭和9年から13年にかけて造られまし
た。江戸時代に大小100にもおよぶため池が築造され、
塩田3万石といわ
れる水田に今も豊
かな水をもたらし、
地域農業の礎を担
っています。

女神湖などとともに県営事業により造成された延長約
12kmの水路です。塩沢堰、八重原堰、宇山堰を1つに統
合することにより生み出した水を、それまでため池のみに
頼っていた御牧原台地に導水するためのものです。サイ
ホンが4ヶ所あり、中でも望月サイホンは、延長6km、高
低差は220mに及
び、農業土木事業
としては稀に見る
長いサイホンです。

市川五郎兵衛が佐久において三河田用水（現四ケ用水）の
次に開削したのが常木用水です。四ケ用水と同じく湯川
から水を引き、湯川の右岸に市村新田（佐久市常田）を拓
きました。取水口から流末まで標高差10ⅿにすぎないと
ころに水を滞りなく通すため、河川との交差部に石組み
の箱樋で河床の下
を潜らせる「わくり」
という現在のサイ
ホン式工法など進
んだ技術が用いら
れていました。

市川五郎兵衛は、三河田用水、常木用水に続いて千曲川
の西に広がる草原に水を引こうと考えました。蓼科山中
に源水（五斗水（ごとみず））を見いだし、小諸藩から用水
開削の許可を得ました。変化に富んだ地形のためトンネ
ルや水路橋、盛土（築堰（つきせぎ））などの技術が駆使さ
れました。私財を投
げ打った五郎兵衛の
徳を慕って五郎兵衛
新田と呼ばれるよう
になり、今ではブラン
ド米の産地となって
います。

上州（現群馬県）南牧（なんもく）出身の市川五郎兵衛（ご
ろべえ）は、仕えていた武田氏が滅びると「志すでに武に
非ず、殖産興業にあり」と徳川家康に申し出て、領地内で
土地の開拓を認めるという朱印状を与えられました。五
郎兵衛はこれを持って佐久に入り、まず湯川の水を引い
て三河田（みかわ
だ）新田を拓きま
した。猿久保、三
河田、今井、横和と
いう旧村にちなみ
現在四ヶ用水と呼
ばれています。

佐久平用水は、城下、臼田、野沢及び平賀（ひらか）の4用
水を合併して造成された水路です。千曲川の左岸にある
頭首工から取水し、稲荷山下の沈砂池へと至り、ここで千
曲川の右岸へ平賀用水を分水します。平賀用水は、サイホ
ンにより千曲川を横断しており、また、左岸の水路につい
ても隧道で
稲荷山下を
通過するな
ど、当時の
工事の苦労
がしのばれ
ます。

かつて赤沼と呼ばれた湿原に塩沢堰の余水を利用してた
め池を造ろうと、昭和17年に造成工事が始まりましたが、
地質の不良のため未完のまま終戦を迎えました。その後、
食糧増産への機運が高まり、昭和37年に工事再開、昭和
41年に完成しました。この恵水は、立科から八重原の地
域、さらには御牧
原台地の農地へと
行き渡っています。
また、白樺高原の
中心的な湖として
観光客が絶えませ
ん。
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【所　在】小諸市菱野 
【築　造】室町時代（1336年頃） 
【管理者】小諸市高峯土地改良区

【所　在】軽井沢町追分 
【築　造】承応元年（1652年）
【管理者】千ヶ滝湯川用水土地改良区

【所　在】上田市
【築　造】昭和30年（1955年）
【管理者】長野県小県郡依田川沿岸土地改良区

【所　在】上田市・東御市
【築　造】昭和49年（1974年）
【管理者】長野県神川沿岸土地改良区

【所　在】上田市・東御市
【築　造】奈良時代（717年頃）
【管理者】吉田堰管理組合

【所　在】上田市武石
【築　造】鎌倉時代
【管理者】上田市

【所　在】上田市塩田
【築　造】戦国時代末期～
【管理者】自治会・農家組合等

【所　在】上田市丸子
【築　造】平安時代
【管理者】長野県小県郡依田川沿岸土地改良区

【所　在】上田市菅平
【築　造】昭和43年（1968年）
【管理者】長野県

【所　在】上田市野倉
【築　造】昭和9年（1934年）
【管理者】上田市塩田平土地改良区

【所　在】佐久市望月ほか
【築　造】昭和45年（1970年）
【管理者】北佐久郡川西土地改良区連合

【所　在】佐久市 
【築　造】1615～1623年頃
【管理者】佐久市土地改良区

【所　在】佐久市浅科 
【築　造】江戸時代（1630年頃） 
【管理者】五郎兵衛用水土地改良区

【所　在】佐久市 
【築　造】1615～1623年頃
【管理者】佐久市土地改良区

【所　在】佐久市
【築　造】昭和33年（1958年）
【管理者】佐久平土地改良区

【所　在】立科町芦田
【築　造】昭和41年（1966年） 
【管理者】北佐久郡川西土地改良区連合
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ため池
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小諸市、佐久市、小海町、佐久穂町、川上村、南牧村、
南相木村、北相木村、軽井沢町、御代田町、立科町

佐久地域振興局農地整備課 ☎0267-63-3150お問い合わせ先

上田市、東御市、長和町、青木村

上田地域振興局農地整備課 ☎0268-25-7130お問い合わせ先

小諸市北西部の菱野地区にある宇坪入の棚田は、浅間山
麓の尾根に挟まれた沢筋に広がる石積の棚田です。標高
900～970ｍに位置し、さまざまな大きさの石を積上げ
た石垣は美しい景観を形成しています。農家の高齢化が
著しく、担い手も不足していましたが、「棚田開墾の会」が
発足し、新たな担
い手として美しい
景観を保全しよう
と活動しています。

　農業用水路など利水を目的に造られた水路の
総称で、県内には2万kmにもおよぶ農業用の疏
水があります。稲作文化の発展とともに地形や
厳しい気象などさまざまな困難を克服すべく、そこに挑んできた先人たちの努力
と英知の積み重ねによって現代まで大切に受け継がれてきました。
　農産物の生産に必要な用水を供給することはもちろん、地域の文化や伝統とと
もに歩んできた歴史があり、故郷の景観を織りなし、生き物を育むなど、多様な魅
力を兼ね備えています。
　将来にわたって疏水の役割が維持され、美しい農村の景観と国土が守られるよ
う、農林水産省が、全国110ヶ所を「疏水百選」として選定し、県内では全国で最も
多い5ヶ所が選ばれました（平成18年2月選定）。

　降水量が少なく、流域の大きな河川に恵まれ
ない地域などで、農業用水を確保するために水
を溜め、必要なときに取水できるように、人工的
に造った池のことです。県内には1,800ヶ所余りのため池があり、古くは江戸時代
以前に造られたものも数多くあります。その利用目的は、水量の確保のほか、冷た
い雪どけ水を一時蓄え、水を温めることにより米の収穫量を増やすためのものや、
山からの水に含まれる鉄分を沈殿させて稲の生育障害を防ぐものもあります。
　また、多様な生態系を育む水辺空間を形成し、豊かな景観を織りなし、地域の
人々や観光客にも親しまれています。
　ため池の歴史や多様な役割、保全の必要性を国民の皆様に理解いただく契機
とするため、農林水産省が、全国100ヶ所を「ため池百選」として選定し、県内では
５ヶ所が選ばれました（平成22年3月選定）。

　傾斜がきつく狭い地形において、階段状に造
られた大小さまざまな形の水田の集まりで「千枚
田」ともいわれています。その立地条件を活かし
た特色ある農業生産の場となっていることはもちろん、急峻な地形を巧みに利用
した農業を通じて国土・環境の保全や伝統文化を継承し、四季折々の美しい景観
は日本の原風景を織りなしています。
　昔ながらの農法により栽培した米を地域のブランドとして販売していたり、都
市住民と協働での農作業や保全活動、イベントも行われています。
　令和4年11月には、農林水産省が優良な棚田を改めて認定する取組「つなぐ棚
田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」を実施し、長野県は15ヶ所が選ばれました。 　上田市塩田は、肥沃な土壌であったため、「塩田三

万石」といわれ、江戸時代、上田藩の約半分の米を賄
っていた地域です。しかし、年間降水量が900mm
未満と非常に少ないため、古くから数多くのため池
が造られ、雨乞いの行事が行われてきました。
　その一つである「岳の幟（たけののぼり）」は、別所
地区に伝わる雨乞い行事で、今から500年ほど前に
大干ばつがあり、夫神岳（おかみだけ）の山の神様に
雨乞いの祈願をしたところ、恵みの雨が降ったこと
から、山頂の祠に九頭龍神を祀り、各家で織った布
を奉納したことが始まりといわれています。
　７月中旬の日曜日、まだ暗いうちに夫神岳へ登り、日の出とともに山頂の祠で五穀豊穣を
祈願した後、色とりどりの反物と竹竿で作った幟を掲げて、別所神社まで練り歩きます。

江戸時代初期に小諸城主青山氏の家臣、黒澤嘉兵衛によ
って開削されました。蓼科山麓を水源とし、総延長は88km
（当時）にもおよぶ長大な堰の開削は、完成までに約10年
の歳月と10万人もの人足を費やし、工事のため人命を落
としたこともあるという過酷なものでした。堰と併せて、
台地に明神池、田
楽池などのため池
を造成したことに
より、不毛の台地
は大きく発展しま
した。

神川右岸から取水する５つの堰の中でも最大の堀越堰は、
神科地域から塩尻地域を広く潤しています。神科地域に
は、条里制遺構が残っており、堀越堰の開削は古代にさか
のぼるといわれています。1677年に旧隧道工事が行わ
れましたが、別所層と呼ばれる泥岩層の岸壁は崩落しや
すかったため、昭
和45年の改修に
より、ようやく安定
した用水が供給で
きるようになりま
した。

六ヶ村堰は、当時の小牧村、諏訪形村、神畑村、上田原村、
御所村、中之条村の六ケ村へのかんがいを目的として、江
戸時代初期、上田城主仙石政俊によって開削された用水
路です。昭和24年、千曲川右岸の桝網用水の取水口を合
口し、今までの取水口より600m上流の岩盤露出地点に
頭首工を造るとと
もに、幹線用水路
6,500mの大改修
が行われました。

稲倉川沿いの標高640～900mに780枚以上の棚田が
連なり、石積みには人々の営みを感じます。四季折々の色
彩や眼下に広がる箱庭のような上田市街、遠方に望む八
ヶ岳、美ヶ原、北アルプスの山々は感動的な景観を織りな
しています。はぜかけ米や棚田米日本酒の販売、小中学生
による農作業体験、
棚田オーナー制度
のほか、ししおど
し、棚田CAMPな
ど観光イベントも
開催されています。

芦田村（現立科町）の土屋庄蔵・遠山長作らにより開削さ
れた約40kmの水路です。岩場やゴロウ（石場）などの難
所があり、毎春芝土をあてがって漏水を防いでいたと伝
えられています。明治時代に一部が石樋に変えられ、昭
和30年代には用水路の再編に伴いその役目を終えまし
たが、昭和40年、
先人の明と勇を称
える記念碑が現地
に建立されました。

江戸時代に大岳川から取水する用水が開削されましたが、
水争いは絶えませんでした。そこで明治期になると毎年
八十八夜の日、水路途中にある滝の下（分水地点）で用水
の分配量を確認するようになりました。厳重に保管され
た藤づるの長さを用いたことから、藤蔓（ふじづる）分水
と呼ばれていまし
た。現在その役割
は、昭和28年に造
成された鉄筋コン
クリートの鷽ノ口
（うそのくち）円筒
分水工が担ってい
ます。

東御市の東部に位置する姫子沢の棚田は、集落の周辺か
ら幾重にも連なるように広がり、眼下には千曲川の流れ
と上田平を望み、農村集落と棚田が一体となって美しい
農村風景を織りなしています。戦国～江戸時代に現在の
場所に開田され
たといわれてお
り、平成11年に
日本の棚田百選
に認定されてい
ます。

東御市の東部に位置する滝の沢の棚田は、石積の田んぼ
が集落を取り囲むように広がり、美しい農村景観を生み
出しています。平均勾配1/8程度（距離8ｍにつき1ｍの
高低差）の急峻な土地では、法面を減らして少しでも広い
耕作面積を確保
するため石積に
しています。

江戸時代初期に田屋原（現立科町）に移り住んだ初代六
川長三郎勝家は、1641年蓼科山麓に弁天神（べていじん）、
水出（みずいで）の湧水を探し当てると、私財を投げ打っ
て総延長55kmに及ぶ塩沢堰を、6年の歳月を費やして
完成させました。その後六川家は、代々長三郎を襲名し、
12代にわたり堰
の保全・管理と用
水の確保に尽くし
てきました。農林
水産省の「疏水百
選」に選定されて
います。

杣添用水は、江戸時代に開削されたといわれ、杣添川沿い
の水田6haをかんがいしています。開削以降、改修された
記録は特になく、ほぼ土水路のままの姿をとどめていま
す。一方、広瀬用水は、昭和40年代に取水施設の改修や、
末端の広瀬地区において整備が行われました。89haの
水田をかんがいす
るほか、板橋地区
への補給水として
も利用されていま
す。
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【所　在】東御市八重原
【築　造】寛文2年（1662年）
【管理者】東御市八重原土地改良区

【所　在】上田市上野
【築　造】不明
【管理者】堀越堰水利組合

【所　在】上田市小牧
【築　造】寛永9年（1632年） 
【管理者】上田農水連合会（六ケ村堰・桝網・塩田平土地改良区）

【所　在】上田市殿城
【築　造】江戸時代中期
【保全団体】稲倉の棚田保全委員会ほか

【所　在】立科町 蓼科山麓～宇山区
【築　造】寛永14年（1637年）
【管理者】立科土地改良区

【所　在】佐久穂町 
【築　造】江戸時代初期･昭和28年（1953年）
【管理者】佐久穂町

【所　在】小諸市菱平
【築　造】不明

【所　在】東御市祢津・和
【築　造】不明

【所　在】東御市祢津
【築　造】不明

【所　在】立科町 
【築　造】1646年頃 
【管理者】立科土地改良区

【所　在】南牧村　
【築　造】江戸時代（杣添用水）、1965年（広瀬用水）
【管理者】南牧村
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　国際かんがい排水委員会（ICID）は、かんがいの歴史・発展
を明らかにし、理解醸成を図るとともに、かんがい施設の適切
な保全に資することを目的として、建設から100年以上経過
し、かんがい農業の発展に貢献したもの、卓越した技術により
建設されたもの等、歴史的・技術的・社会的価値のあるかんが

い施設を登録・表彰するために、世界かんがい施設遺産制度を創設しました。
　登録により、かんがい施設の持続的な活用・保全方法の蓄積、研究者・一般
市民への教育機会の提供、かんがい施設の維持管理に関する意識向上に寄与
するとともに、かんがい施設を核とした地域づくりに活用されることが期待さ
れています。
　平成28年11月8日に茅野市の「滝之湯堰・大河原堰」と安曇野市の「拾ケ堰」
が、平成30年8月13日に佐久市の「五郎兵衛用水」が登録されました。
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世界かんがい施設遺産
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この事業は「ふるさと信州寄付金」を活用しています。

上田市塩田に伝わる雨乞い行事

滝之湯堰

大河原堰

拾ケ堰

場所によっては危険な箇所もありますのでご注意ください。


